















　本学部の Web サイトは 2017 年２月に開設され、現在に至るまでセッションは順調に増加している。開設３年
を迎えたセッション数は２月から３月では 2017 年＜ 2018 年、４月から７月までは 2017 年＜ 2018 年＜ 2019
年とすべて有意に増加した。Web サイトのセッション数の変動は月別に同様の傾向を示すことから、2017 年８月
から 2018 年７月までと 2018 年８月から 2019 年７月までの月別セッション数を「スマートフォン」と「PC お
よびタブレット」に区分し比較した。2017 年８月から 2018 年１月と 2018 年８月から 2019 年１月では、後者
が PC およびタブレット p ＝ 0.004 と有意に増加し、2018 年３月から 2018 年７月と 2019 年３月から 2019 年
７月では、後者がスマートフォン p ＝ 0.009 と有意に増加し、これらより月別セッション数の増加はデジタルディ
バイスの影響が認められた。2019 年５月 15 日から８月 14 日における学部 Web サイトの記事カテゴリーのペー
ジビュー数は、卒業生、在学生、受験生応援サイト、オープンキャンパス（OC）の順で多く、卒業生と OC、受
験生応援サイトに（p ＜ 0.01）、卒業生と在学生、在学生と受験生応援サイトに（p ＜ 0.05）の有意差を認めた。
OC 参加者による学部 Web サイト閲覧の月別比較では、2019 年は 2018 年に比べ有意（p ＜ 0.01）に高かったが、
同年の体験授業の予告 Web サイトでは差がみられなかった。
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Abstract
　The department website was launched in February 2017, and sessions have increased steadily. Three years 
has passed and the number of sessions has increased significantly, from February to March 2017 ＜ 2018 and 
from April to July 2017 ＜ 2018 ＜ 2019. The fluctuation of session has similar tendency month-by-month. We 
compare session number of smartphone and PC・Tablet PC from August 2017 to July 2018 and from August 
2018 to July 2019. From August 2017 to January 2018 and from August 2018 to January 2019, the latter 
increased significantly with PC・Tablet PC, p=0.004. From March 2018 to July 2018 and from March 2019 to 
July 2019, the latter significantly increased with smartphone, p=0.009. From this information, the increase in the 
number of monthly sessions was influenced by digital devices. From May 15th to August 14th 2019, the number 
of page views in the article category, has increased in the order of graduates, current students, examinee support 
sites, and open campus. There was a significant difference between the graduates and open campus（p ＜ 0.01）, 
between the graduates and current students and, between the current students and the examinee support site（p
＜ 0.05）. The comparisons of monthly website browsing by open campus attendees were significantly higher in 
2019 than in 2018（p ＜ 0.01），but there was no difference on the website advertisement for trial lessons in the 
same year.
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Windows 78.00％、iOS 8.27％、Android 7.32％、Macintosh 
5.83％、 そ の 他 0.58％ で あ っ た。2017年 ８ 月 か ら2018年











Referral/seitoku.jp 45.1％、Direct 20.3％、Organic Search
（Google）17.8%、Organic Search（Yahoo）12.5％、その他 4.3％
で あ った。2018年８月 ～2019年７月で はReferral/seitoku.






セッション数 ユーザー ページビュー ページ/セッション 平均セッション時間 直帰率 新規セッション率
スマートフォン 12.71 6.34 25.04 10.95 3.22 1.14 -5.85















































































学部コーナー来場者/回 45.38 ±14.60 29.23 ± 9.97 0.007
体験授業参加者/回 16.29 ± 7.23 10.70 ± 5.21 0.083
表２　学部コーナー来場者・体験授業参加者の学部Webサイトの閲覧者数
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な増加はみられたが、１回の閲覧で見るページ数が少なく、時
間が短く、すぐに閲覧を諦める傾向がみられた。ページビュー
数が増加していることもあり、ページそのものの問題というよ
りは、ある特定の例えば記事等へのアクセスがPCおよびタブ
レットより増えた可能性が示唆される。今後もスマートフォ
ンとPCユーザーの目的などを解析する必要があると思われる。
また山浦直宏ら（2018）は、現在ではスマホサイトとPCでは
ユーザーの目的や訪問時の状況が大きく異なるため、スマホサ
イト改善の必要を報じている。従ってB学部の学部Web作成プ
ロジェクトにおいても、サイトの目的やスマートフォンでのデ
バイス、アクセス状況をさらに詳細に検討しなければならない
ことがわかった。スマートフォン・PCおよびタブレットのオ
ペレーティングについては、スマートフォンはiOSが2017年８
月からと2018年８月からのそれぞれの１年間においてほとんど
変化がみられない。これらの年代層にはOSの安全度の高いiOS
が好まれていると思われる。PCおよびタブレットでは同年次
の比較でWindowsが５％減少したが、Androidが５％増加した、
おそらく比較的安価なAndroidタブレットの購入が影響してい
るのではないかと思われる。
　スマートフォンからのアクセスチャネルとPCおよびタブ
レットからのアクセスチャネルを2017年８月からと2018年８月
からのそれぞれの１年間において検討した結果、学部Webサ
イトへの流入経路に大きな違いがあることがわかった。スマー
トフォンからはDirect、PCおよびタブレットからはReferral/
seitoku.jpが多い。これらはスマートフォンからは入学センター
＠LINEからの流入、PCおよびタブレットからは入学センター
のサイトから学部Webサイトへの流入と考えられる。またデジ
タルディバイスの年度間での比較では、スマートフォンからは
Directによるものが2017年８月からは42.4％であったが2018年
８月からは37.9％に減少し、Organic Search（Google）による
ものが22.8％から31.3％と増加しReferral/seitoku.jpが減少した。
これらの対象者のWebサイトへの閲覧が検索エンジンを使っ
ていることも想定できランディングページ（以下；LP）の必
要性やSEO対策が必須と思われる。一方、PCおよびタブレッ
トからのデジタルディバイスの年次比較をみるとReferral/
seitoku.jpが大幅に減少し、Directが増加した。Androidタブレッ
トなどからのLINEの増加やブックマークなどの利用による
増加が予想される。またOrganic Search/GoogleおよびYahoo
も増加傾向で、2019年は合算すると30.4％で、前年16.9％から
13.5％増加した。閲覧者のこのような検索エンジンを使用する
ことによって直接、記事へのアクセスが上がっている可能性を
否定できない。
　2018年５月からの記事のカテゴリー別にページビュー数を検
討した結果、OCの記事は開催前後のページビュー数は上がる
が、その後はあまり閲覧されていない。すべての項目と有意差
のあった卒業生の記事は、長い期間にわたりまんべんなく閲覧
されている。また、実際はページの中のキーワードがロボット
検索にかかりやすいかといった問題もあると思われる。卒業生
の記事の中には２語のキーワードの検索でGoogleによる検索
サイトの10位に位置したものもあった。大きなSEO対策は行わ
ずとも、キーワードを選ぶことも重要であると再認識させられ
た。
　さらに2019年５月からは、学部Webサイトの記事カテゴリー
の再構築を図るとともに、受験生応援のために独自の記事サイ
トを立ち上げ運用した。しかし、当初は「ニュース・お知らせ」
にカテゴリーを区分していたが、検索エンジンの対策として、
学部トップに「卒業生紹介」「在学生紹介」と併記する形で、「受
験生応援」を変更中であり、Webの階層での管理も必要となっ
た。長谷川旭ら（2008）は、「自校のオープンキャンパスを何
で知りましたか」の回答で、資料請求による紙媒体により知っ
た者の割合より、大学のWebサイトで知った者の割合が高い
と報じている。正確な定量ではないが、B学部においても同様
な傾向と思われる。OC来場者の学部Webサイトの閲覧者数は
2019年８回と2018年13回を比較すると、学部WebサイトのOC
記事では有意に2019年の方が高かったが、体験授業の記事では
差が認められなかった。このことは、高校生にとっての体験授
業の位置づけが、まだOCそのものより低いことによると推測
される。高校生の学部体験授業へのニーズを再度検討する必要
性があることが示唆された。
　今後の課題としては、OCの来場者に対し学部Webサイトの
利用について承諾を得てアクセスチャネル等も含んだアンケー
トを実施することも必要ではあると思われる。また学部Web
サイトを閲覧したがB学部のOCに来校しない場合も想定のも
と、外部要因としての競合大学のOC、予備校の模試、高校の
行事、天候等の影響など、これらの要因の解析が必要になって
くる。
Ⅴ　結論
１） 2017年２月より開始された学部Webサイトのセッション
数は順調に増加した。
２） デジタルディバイスごとの月別のセッション数では、2019
年の３月以降はスマートフォンによる増加がみられたが、
PCおよびタブレットには増加傾向がみられない。
３） スマートフォンにおいてはiOSが、タブレットにおいては
Androidが増加傾向である。
４） アクセスチャネルでは、スマートフォン・PCおよびタブ
レットのいずれもOrganic Searchが増加している。
　結論の２）、３）から１～２年の間にスマートフォン対策で
学部Webサイトのデザインの再構築、文字や画像のバランス
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を調整する。
　結論の２）、４）から複数のLPを制作し運用とリスティング
などのSEO対策を行い、LPの検証を中心的に行い効果判定す
る。またOrganic Searchにおける計画的な流入分析を強化する。
上記２項目を学部サイトの展望・方向性としたい。
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